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10月号の主な掲載記事
☑マイナンバーカードを今こそ申請しよう � 　P. 2

☑町政懇談会を実施します � 　P.11

☑日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」
　ポスターコンテスト「きんぽす」　� 　P.12

日
本
初
の
産
金
地
で
は

彼
岸
花
も
金
色
に
咲
く
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　平成 28年 1月から発行が開始されたマイナンバーカード。
　マイナンバーカードは、プラスチック製の IC チップ付きのカードで、氏名・
住所・生年月日・性別・マイナンバーと本人顔写真が表示されています。本人
確認のための身分証明書として利用できる他にも、さまざまなサービスに利用
できます。

　マイナンバーの証明や
本人確認が必要な場面で、
このカードが１枚あるこ
とで解決できる唯一の
カードです。

　マイナンバーカードは、今回紹介したスマートフォン
以外にも、パソコンや郵便、証明用写真機などからも申
請ができます。
　また、携帯電話ショップでマイナンバーカードの申請
サポートを行っています。
　自分に合った方法で、申請しましょう。

　令和4年12月末までにマイナンバーカードを申請する
ことで、コンビニなどで買い物時に使えるマイナポイン
ト(キャッシュレスポイント)を最大2万円分(カード新規
取得の他に、健康保険証としての利用申込、公金受取口
座の登録を行う)もらえます。

　健康保険証として利用するための申し込みを１回行う
だけで、一生涯にわたり使用し続けられます。健康保険
証とする手続きも、スマートフォンから簡単に行えます。
　続々と増えている顔認証付きカードリーダーがある医
療機関では、いつもの通院の際の受付や診療、支払いが
便利になります。
　なお、健康保険の資格取得・喪失の手続きは、従来ど
おり必要です。

　マイナンバーが将来的
に運転免許証と一体化さ
せるということが、2024
年度末の実現を目指し検
討が進められています。

《問い合わせ先》
マイナンバー総合フリーダイヤル

☎0120-95-0178
町民生活課総合窓口班

☎43-2113
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涌谷伊達家の由緒ある神社
妙見宮に古式獅

し

子
し

舞
ま い

を奉納
　9月3日（土）に、涌谷町涌谷字日向町にある妙見宮に
おいて、古式獅子舞保存会の皆さんが、涌谷町無形民
俗文化財の古式獅子舞の演舞を例大祭に合わせて奉納
しました。新型コロナウイルス感染症の影響で、大勢
の前で披露する機会が減少する昨今、静ひつな妙見宮
の境内に、古式獅子舞のおはやしが響きました。
　翌4日（日）には、仙台市太白区の秋保ヴィレッジで
開催された東北のへそ三県交流まつりでも披露しまし
た。

涌谷町黄金大使も絶賛
純米大吟醸「稀

き

世
せ い

」秋上がりを発売
　涌谷町のふるさと納税の応援企画として、声優で歌
手の涌谷町黄金大使・安

やす

野
の

希
き

世
よ

乃
の

さんに協力していた
だいている日本酒「純米大吟醸『稀世』」秋上がりの
販売が開始されました。「稀世」取扱店の最上商店には、
安野さんの直筆メッセージ入りのポスターが掲示され
ています。町外にお住まいの知人にふるさと納税の返
礼品としておすすめいただくとともに、ぜひご賞味く
ださい。
　また、来年2月には、仙台市で、安野さんの歌手デ
ビュー5周年記念ライブツアーが開催されます。

第12回全国和牛能力共進会 鹿児島大会に出品
第5区高等登録群に濱

は ま

田
だ

政
ま さ

美
み

さんが進出
　10月6日（木）から10日（祝・月）にかけて鹿児島県で
開催される和牛の頂点を決める第12回全国和牛能力
共進会に、涌谷町で和牛繁殖を営む濱田政美さんが生
産したゆりひめ・さくらひめ・ひめふくが、第5区高
等登録群の部門で出品されます。
　7月8日（金）に、みやぎ総合家畜市場で実施された宮
城県総合畜産共進会の審査では、「血統の欠点を補い
つつ、宮城県らしい和牛になっている」と最優秀賞第
一席に評価されました。

河北書道展第３部墨
ぼ く

象
しょう

の部で快挙
田
た

代
し ろ

聡
さ と

美
み

（香
こ う

春
しゅん

）さんが河北賞を受賞
　第69回河北書道展において、涌谷町の書道団体「幽

ゆう

香
こ う

社
し ゃ

」の代表を務める田代聡美さんが、第3部墨象の
部で、「颯

そう

」をテーマとした作品を出品し、最高賞の
河北賞を受賞されました。
　受賞にあたり、「最近革新的な作品が多い中で、亡
き恩師佐藤幽

ゆう

香
こ う

先生が教えてくださった作風を貫いて
きました。これまでやってきたことが受賞につながり、
認められて本当にうれしい」と喜びをかみしめていま
した。受賞作品は、くがね創庫で10月2日（日）から行
われる「幽香社社中展」に10月3日（月）頃から展示さ
れます。
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しんごうをまもります！
第3回こじかクラブ交通教室を開講
　涌谷町内の幼稚園・こども園・保育園で、園児を対
象として交通安全・交通ルールを学ぶこじかクラブ交
通教室の令和4年度3回目の教室が開かれました。
　3回目の今回のテーマは、「しんごうをまもります」。
「うっかりうさぎとたしかめかめさん」という手作り
の紙芝居や信号を渡る際の動作確認を行い、安全で正
しい信号の渡り方を学びました。8月29日（月）の、の
のだけ幼稚園の教室には、大崎市交通指導員の皆さん
が、子どもたちが楽しみながら学べる指導方法の視察
研修に訪れました。

天然砂金で金メッキ加工の実験
古川工業高校生が砂金採りに挑戦
　8月18日（木）に、涌谷町の黄金山周辺の沢で、古川
工業高校化学技術科の3年生5人が、天然の砂金採りに
挑戦しました。
　この砂金採りは、課題研究の授業で、金を電気分解
させ、金メッキを施す実験をするための原材料として、
天然の砂金を手に入れつつ、地域の歴史を学ぶことを
目的に、昨年度に続いて行われました。この日は、5
人中3人が採取でき、3mm台の大粒の砂金を見つけた
生徒もいました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
梨狩りをしよう！
　秋晴れの気持ち良い9月11日（日）、美里町の菅野果樹園にて『梨狩
りをしよう！』を開催しました。
　菅野果樹園の菅野さんから、梨のとり方や食べ頃の見分け方などを
教えてもらい、梨狩りスタート
　広い梨畑には梨が鈴なりになっていてどれをとろうか迷うほどでし
た。ビニール袋に梨いっぱい、笑顔いっぱいの楽しい梨狩りをして、
実りの秋を楽しみました。

遠藤釈雄町長コラム

農業高校生の一句
　「スマホより命を見てる三年間」。これは「九州農業
高校川柳コンテスト」でグランプリに選ばれた長崎県
諫
いさ

早
は や

農業高校生の一句である。
　高校生と言えば、スマホが当たり前の「デジタルネ
イティブ」の世代である。その世代の方が、スマホ画
面より家畜や農作物を通して、その命を見ている。実
に優しく、温かい句だ。農業は人の命を育む産業であ
る。その農業高校生は家畜、農作物の一つ一つの命に
気付き、その命を三年間、見続けてきたのであろう。

《遠藤釈雄町長の公務（8月16日～9月15日）》
●8月17日㈬	 定例行政区長会議� （町内）
●8月24日㈬	 宮城県町村会創立100周年記念式典
� （仙台市）
●8月29日㈪	 涌谷町議会運営委員会
	 	 	 涌谷町議会全員協議会� （役場）
●9月7日㈬	 令和4年度市稲作研究会現地中間検
	 	 	 討会� （仙台市）
●9月8日㈭～9月15日㈭
	 	 	 涌谷町議会定例会9月会議� （役場）
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固
定
資
産
・
軽
自
動
車
・

農
機
具
な
ど
の
変
更
届

出
を
お
忘
れ
な
く

　
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
基
準

日
は
毎
年
１
月
１
日
、
軽
自
動
車

税
は
毎
年
４
月
１
日
で
す
。
基
準

日
現
在
で
、
涌
谷
町
に
固
定
資
産

や
軽
自
動
車
、
農
機
具
な
ど
が
あ

れ
ば
、
そ
の
年
の
町
税
は
涌
谷
町

が
課
税
し
ま
す
。
納
税
義
務
者
や

所
有
者
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
手
続

き
が
必
要
で
す
。

《
所
有
者
変
更
の
手
続
き
窓
口
》

▼
固
定
資
産（
相
続
登
記
な
ど
）

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局

　
☎
22
ー
０
５
０
９（
未
登
記
家
屋

の
所
有
者
変
更
は
、
役
場
税
務
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

▼
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

（
６
５
０
㏄
以
下
）

　
宮
城
県
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
２
２
ー
３
８
８
ー
６
０
３
３

▼
二
輪
の
軽
自
動
車（
１
２
５
㏄
～

２
５
０
㏄
以
下
・
二
輪
の
小
型
自

動
車
２
５
０
㏄
を
超
え
る
も
の
）

　
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
６
０
３
３

▼
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以

下
）・
小
型
特
殊
自
動
車（
農
機
具

な
ど
）

　
涌
谷
町
役
場
税
務
課
税
務
班

　
☎
43
ー
２
１
１
４

《
納
税
義
務
者
や
所
有
者
が
死
亡

し
た
場
合
》

　
死
亡
し
た
人
に
か
か
る
徴
収
と

還
付
に
関
す
る
書
類
を
受
領
す
る

代
表
者
を
指
定
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
役
場
税
務
課
に
あ

る
相
続
人
代
表
者
指
定
届
に
必
要

事
項
を
記
入
捺
印
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
届
は
、

相
続
財
産
上
の
権
利
義
務
・
相
続

登
記
・
所
有
者
変
更
手
続
き
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
２
１
１
４

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
8
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
47
人
の
皆
さ
ま

�

１
２
１
万
９
千
円

▼
子
育
て
支
援
の
一
助
と
し
て

　
涌
谷
デ
ン
ト
コ
ー
ン
迷
路
実
行 

委
員
会
さ
ま�

３
万
３
３
３
３
円

▼
児
童
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
カ
ツ
ヨ
シ
商
事
パ
チ

ン
コ
メ
ル
ヘ
ン
ワ
ー
ル
ド
涌
谷
店

さ
ま�

お
菓
子
５
箱

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
助
と
し
て

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
崎
タ

イ
ム
ス
福
祉
部　
理
事
長　
伊い

藤と
う

卓た
く

二じ

さ
ま�

10
万
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま�

２
万
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ-

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

　
代
表　
浅あ

さ

野の

健け
ん

さ
ま

　
ク
ラ
ビ
ノ
ー
バ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ

　
99
年
製�

１
台

▼
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
髙た

か

橋は
し

晃あ
き

浩ひ
ろ

さ
ま（
太
田
区
）

　
紙
お
む
つ
お
よ
び
尿
取
り
パ
ッ

ド
他
介
護
用
品

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
班

☎
43
ー
２
１
１
１

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
の
お
知
ら
せ

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
新
た
に
受

け
取
る
た
め
に
は
、
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
者

▽
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
で
、
65

歳
以
上
で
世
帯
員
全
員
が
市
町
村

民
税
非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
か

つ
、
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
の
人

▽
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
で
、
前
年
の
所
得
額
が

約
４
７
２
万
円
以
下
の
人

▼
請
求
手
続
き　
新
た
に
年
金
を

受
給
し
始
め
る
人
は
、
年
金
の
請

求
手
続
き
と
併
せ
て
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
が
決
定
し
た
翌
年
度

か
ら
は
、
継
続
し
て
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
、
新
た
な
手

続
き
は
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他　
日
本
年
金
機
構
や
厚

生
労
働
省
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
請

求
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
05
ー
１
１
６
５

秋
季
町
民
一
斉
清
掃

10
月
15
日（
土
）に

実
施
し
ま
す

　
当
日
は
、
６
時
か
ら
８
時
ま
で

の
間
に
、
各
地
域
の
清
掃
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
清
掃
で
出

た
ゴ
ミ
は
、「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
」「
リ

サ
イ
ク
ル
の
で
き
な
い
汚
れ
た
燃

え
な
い
ゴ
ミ
」
に
分
別
し
、
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
側
溝
な
ど
か
ら
出
る

土
砂
は
回
収
し
ま
す
。
な
お
、
家

庭
の
ゴ
ミ
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
作
業
を
行
う
際
は
、
マ
ス
ク
や

ゴ
ム
手
袋
を
着
用
す
る
な
ど
、
感

染
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３
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定
め
、
全
国
一
斉
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
地
域
の
行
政
相
談
委
員
が

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
日
頃

か
ら
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
県
内
各
地

で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

《
行
政
相
談
所
開
設
に
つ
い
て
》

▼
日
時　
10
月
11
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

▼
場
所　
涌
谷
町
役
場
西
庁
舎
第

一
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
課
金
ト
ラ
ブ
ル

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
子
ど
も
が
通
う

小
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
た
め
、

祖
母
の
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
間
に
祖

母
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
サ
ッ

カ
ー
ゲ
ー
ム
に
課
金
し
て
し
ま
い
、

３
カ
月
続
け
て
毎
月
10
万
円
以
上

の
請
求
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

キ
ャ
リ
ア
決
済
で
請
求
さ
れ
て
い

る
。
携
帯
電
話
会
社
に
事
情
を
話

し
た
が
、
携
帯
電
話
の
料
金
と
一

緒
に
請
求
し
て
い
る
だ
け
な
の
で

何
も
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機

な
ど
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

を
ひ
も
づ
け
て
い
る
場
合
は
、
子

ど
も
で
も
簡
単
に
高
額
課
金
が
で

き
ま
す
。
保
護
者
が
意
図
し
な
い

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

を
防
ぐ
た
め
に
、
ル
ー
ル
を
家
族

で
話
し
合
い
、
保
護
者
が
目
を
配

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
、
早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
毎
週
月
曜
・
木
曜
９

時
～
15
時
に
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な

る
べ
く
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
資
料　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

悩
み
や
不
安
を
抱
え
る

女
性
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
一
人
で
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
話
し
て
み
て
解
決

す
る
こ
と
や
心
が
軽
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
兼
ね
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談

の
内
容
に
合
わ
せ
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
窓
口
を
一
緒

に
探
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
期
間
・
時
間

　
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）ま
で

　
土
日
祝
日
を
除
く
10
時
～
18
時

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
さ

き
地
域
創
造
研
究
会

☎
０
９
０
ー
６
６
８
４
ー
４
９
７
０

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

公
証
役
場
、
古
川
公
証
役
場
、
大

河
原
公
証
役
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
公
証
役
場

☎
22
ー
２
３
３
２

宮
城
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

　

宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者（
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金

は
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

▼
時
間
額　
８
８
３
円

▼
効
力
発
生
日　
令
和
４
年
10
月

１
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２
ー
２
９
９
ー
８
８
４
１

10
月
17
日
～
23
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
と
は
、
国
の
仕
事
や

サ
ー
ビ
ス
、
各
種
手
続
き
な
ど
に

関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、
要
望

し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
を

図
る
仕
組
み
で
す
。

　
総
務
省
は
、
行
政
相
談
制
度
が

よ
り
広
く
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
行
政
相
談
週
間
を

純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」

秋
上
が
り
の
取
扱
店

　
９
月
17
日（
土
）か
ら
販
売
し
て

い
る
純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」
秋
上

が
り
の
取
扱
店
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
お
求
め
は
、
最
寄
り
の
お

店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
店（
五
十
音
順
）

　
あ
ら
茶
屋
、
小
野
周
商
店
、
北

田
商
店
、
長
南
酒
店
、
福
田
商
店
、

最
上
商
店
、
森
酒
店
、
Ｙ
シ
ョ
ッ

プ
涌
谷
・
や
ま
し
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

日
本
公
証
人
連
合
会
か
ら

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公

証
週
間
で
す
。
公
証
人
は
、
遺
言

や
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
公
正
証

書
の
作
成
、
私
文
書
や
会
社
な
ど

の
約
款
認
証
な
ど
を
行
い
ま
す
。

公
正
証
書
は
、
法
律
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
効
力
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
紛
失
し
た
り
、
知
ら
な
い
う

ち
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県
内
の

公
証
役
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
相
談
先　
仙
台
一
番
町
公
証
役

場
、
仙
台
本
町
公
証
役
場
、
石
巻

☆３歳以上のお子さんは、いつでもピアノ無料体験できます。
☆電子オルガン (エレクトーン )もレッスンできます。

♪佐藤音楽教室　生徒募集

【教室所在地】
涌谷教室 (☎42-3077)
※涌谷第一小学校・福祉センター近く
古川教室 (☎22-1610)
※古川第四小学校近く・ブックオフ隣
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